
告

示

別
表
第
二
中
「
愛
聖
教
育
学
院
」
の
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

豊
島
日
本
語
学
院

東
京
都

別
表
第
二
中
「
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
項
を
削
る
。

別
表
第
二
中
「
姫
路
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
日
本
語
学
校
」
の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

神
戸
電
子
専
門
学
校
日
本
語
学
科

兵
庫
県

別
表
第
五
中
「
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
日
本
語
学
校
」
の
項
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｃ
ア
カ
デ
ミ
ー

大
阪
府

平成˜Ÿ年 月™œ日 月曜日 第››™ 号官 報

附

則

こ
の
省
令
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
別
表
前
橋
地
方
法
務
局
の
部
の
改
正
規

定

平
成
十
八
年
十
月
一
日

二

第
一
条
中
別
表
水
戸
地
方
法
務
局
の
部
及
び
神
戸

地
方
法
務
局
の
部
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
中
登

記
事
務
委
任
規
則
第
十
三
条
の
改
正
規
定

平
成
十

八
年
十
月
十
六
日

三

第
一
条
中
別
表
新
潟
地
方
法
務
局
の
部
及
び
岐
阜

地
方
法
務
局
の
部
の
改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
中
登

記
事
務
委
任
規
則
第
十
条
の
改
正
規
定

平
成
十
八

年
十
月
二
十
三
日

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法

（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第

三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間

は
、
改
正
後
の
第
二
条
第
九
号
の
二
中
「
及
び
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
あ
る
の
は
、「
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
並
び
に
同
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
、
同

法
附
則
第
四
十
八
条
又
は
同
法
附
則
第
五
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
附
則
第
四
十
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
、
同

法
附
則
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会
復

帰
施
設
（
同
法
附
則
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
規
定
す

る
精
神
障
害
者
生
活
訓
練
施
設
、
精
神
障
害
者
授
産
施

設
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
工
場
に
限
る
。）及
び
同
法
附

則
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護

施
設
（
同
法
附
則
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十

七
号
）
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
及
び
知
的

障
害
者
授
産
施
設
に
限
る
。）」
と
す
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
八
百
二
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
七

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
七
月
二
十
七

日
内
閣
府
告
示
第
八
百
三
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
地
域
再

生
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
七
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八

年
九
月
十
五
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

山
梨
県
、
山

梨
市
、
笛
吹
市
及
び
甲
州
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

富
士
の
国
や
ま
な
し
峡
東

エ
リ
ア
地
域
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

山
梨
市
、
笛
吹
市

及
び
甲
州
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
再
生
の
た
め

の
交
付
金
の
活
用
（
三
の
三
|
）

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
四
十
二
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲

げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
の
規
定
及
び
法
別
表
第
一
の
四
の

表
の
就
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
の
規

定
に
基
づ
き
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学
及
び
就
学
の

在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育
機

関
等
を
定
め
る
件
（
平
成
二
年
法
務
省
告
示
第
百
四
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
五
日法

務
大
臣

杉
浦

正
健

別
表
第
二
中
「
筑
波
学
院
日
本
語
学
校
」
を
「
ミ
ッ
ド

リ
ー
ム
日
本
語
学
校
」
に
改
め
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
三
十
六
号

小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
諭
の
普
通
免
許
状
授
与
に
係

る
教
育
職
員
免
許
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九

年
法
律
第
九
十
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
五
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
小
学

校
及
び
中
学
校
の
教
諭
の
普
通
免
許
状
授
与
に
係
る
教
育

職
員
免
許
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
五
日

文
部
科
学
大
臣

小
坂

憲
次

小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
諭
の
普
通
免
許
状
授
与

に
係
る
教
育
職
員
免
許
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
諭
の
普
通
免
許
状
授
与
に
係

る
教
育
職
員
免
許
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
九
年
文
部
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
及
び
三

削
除

第
二
条
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

削
除

第
二
条
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
の
二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

百
二
十
三
号
）
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
及
び

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

第
二
条
第
十
号
中
「
前
九
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め

る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
三
十
六
号

小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
諭
の
普
通
免
許
状
授
与
に
係

る
教
育
職
員
免
許
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
九
年
文
部
省
令
第
四
十
号
）
第
二
条
第
十
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
諭
の
普
通
免
許

状
授
与
に
係
る
教
育
職
員
免
許
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
に
掲
げ
る
施
設
に
準
ず
る
施
設
を
指
定
す
る

件
（
平
成
九
年
文
部
省
告
示
第
百
八
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
五
日

文
部
科
学
大
臣

小
坂

憲
次

「
第
一
号
か
ら
第
九
号
」
を
「
各
号
」に
、「
文
部
大
臣
」

を
「
文
部
科
学
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十

三
号
）
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
生
活

介
護
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行

支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
を
行
う
も
の
に
限
る
。）を
行

う
施
設
（
小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
諭
の
普
通
免
許
状

授
与
に
係
る
教
育
職
員
免
許
法
の
特
定
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
施
設
を
除

く
。）

第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
及
び
三

削
除

〇
内
閣
府
告
示
第
八
百
二
十
三
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十

九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
及
び
同
法
附
則
第
三
条
に

規
定
す
る
措
置
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
八
月
七
日
内
閣

府
告
示
第
八
百
二
十
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
構
造
改
革
特

別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第
十
一
項
の
規
定

及
び
同
法
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
措
置
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日

二

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

福

岡
県
及
び
福
岡
市

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
特
区

四

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

福
岡
市
の
全
域
並
び

に
春
日
市
及
び
大
野
城
市
の
区
域
の
一
部
（
九
州
大
学

筑
紫
地
区
）（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す

る
。）

五

変
更
後
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
る
特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て

は
、
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。）
外
国
人
研
究
者
受
入
れ
促
進
事
業

（
五
〇
一
、
五
〇
二
及
び
五
〇
三
）、
特
定
事
業
等
に

係
る
外
国
人
の
入
国
・
在
留
諸
申
請
優
先
処
理
事
業

（
五
〇
四
）、
外
国
人
情
報
処
理
技
術
者
受
入
れ
促
進

事
業
（
五
〇
七
）、
学
校
設
置
会
社
に
よ
る
学
校
設
置

事
業
（
八
一
六
）、
校
地
・
校
舎
の
自
己
所
有
を
要
し

な
い
大
学
等
設
置
事
業
（
八
二
一
（
八
〇
一
e

一
））、

運
動
場
に
係
る
要
件
の
弾
力
化
に
よ
る
大
学
設
置
事
業

（
八
二
八
）、
空
地
に
か
か
る
要
件
の
弾
力
化
に
よ
る

大
学
設
置
事
業
（
八
二
九
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

み
を
用
い
て
授
業
を
行
う
大
学
に
お
け
る
校
舎
等
施
設

に
係
る
要
件
の
弾
力
化
に
よ
る
大
学
設
置
事
業
（
八
三

二
）、
修
了
者
に
対
す
る
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
試
験
の
午
前
試
験
を
免
除
す
る
講
座
開
設
事

業
（
一
一
三
一
（
一
一
四
三
））、
修
了
者
に
対
す
る
基

本
情
報
技
術
者
試
験
の
午
前
試
験
を
免
除
す
る
講
座
開

設
事
業
（
一
一
三
二
（
一
一
四
四
））、
特
定
埠
頭
運
営

効
率
化
推
進
事
業
（
一
二
〇
三
）
及
び
特
定
埋
立
地
に

係
る
所
有
権
移
転
制
限
期
間
等
短
縮
事
業（
一
二
〇
八
）
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